
 

 

１．沖手遺跡における発掘調査歴 

遺 跡 面 積： 約 86,000 ㎡（第 12 次調査結果に基づき約 41,000 ㎡追加） 

遺跡の時期： 縄文～江戸時代（最盛期は平安末期～鎌倉時代の中世前半） 

遺跡の性格： 中世集落跡 

 ・国内外の陶磁器が多数出土する交易、流通の拠点 

 ・区画遺構（道路や溝状窪み）で長方形に区切られる建物敷地で構成された

集落と周辺の田畑耕作地 

調 査 経 過： 平成 10 年 （第 1 次調査）：道路建設（試掘） 

 平成 11 年 （第 2 次調査）：道路建設（試掘） 

 平成 14 年 （第 3 次調査）：道路建設（試掘） 

 平成 16 年 （第 4 次調査）：道路建設（県道久城インター線、本調査） 

 （第 5 次調査）：道路建設（益田道路、本調査） 

 （第 6 次調査）：道路建設（市道中吉田久城線、本調査） 

 平成 17 年 （第 7 次調査）：道路建設（益田道路、本調査） 

 （第 8 次調査）：道路建設（県道久城インター線、本調査） 

 平成 18 年 （第 9 次調査）：道路建設（県道久城インター線、本調査） 

 平成 25 年 （第 10 次調査）：ホームセンター建設（本調査） 

 （第 11 次調査）：内容確認調査（試掘） 

 平成 26 年 （第 12 次調査）：範囲、内容確認調査（試掘） 

 

 

２．平成 25 年（第 10 次・11 次）調査の概要 

調 査 原 因： 第 10 次 ホームセンターナフコ益田北店建設（受託事業） 

 第 11 次 第 10 次調査の補完調査（国庫補助事業） 

調 査 対 象： 遺跡南西部 第 10 次 調査面積 890 ㎡ 

  第 11 次調査 5 箇所 面積 94 ㎡ 

現地調査期間： 平成 25 年 8 月 1 日～平成 25 年 11 月 22 日 

主な発見遺構： 道路遺構、溝状遺構、掘立柱建物跡、方形竪穴土坑、集石遺構、土坑 

主な出土遺物： 弥生土器、貿易陶磁器（中国、朝鮮）、国産陶磁器（備前、瀬戸美濃）、中世

須恵器、土師質土器など 

調 査 成 果： 平安時代末を中心とする遺構、遺物 

 第 9 次調査までの調査結果を補完する区画遺構 

 縁辺部でイネ、ソバの耕作 

 浜田藩専福寺浦番所推定地（陶磁器・瓦片出土するが、遺構はなし） 

 



 

３．平成 26 年（第 12 次）調査の概要 

調 査 目 的： 今後の開発事業との調整を図るため、北～南東部の遺跡範囲や残存状況、

性格等を把握する（国庫補助事業） 

調 査 対 象： 遺跡北部～南東部 範囲確認 29 箇所  調査面積 116 ㎡ 

   内容確認 10 箇所  調査面積 154 ㎡  合計 270 ㎡ 

現地調査期間： 平成 26 年 10 月 14 日～平成 27 年 1 月 19 日 

主な発見遺構： 柱穴、溝状遺構（道路跡）、土坑、中世の耕作地 

主な出土遺物： 貿易陶磁器（中国、朝鮮）、国産陶磁器（瀬戸美濃、常滑）など 

調 査 成 果： 平安時代末～鎌倉時代を中心とする遺構、遺物 

 遺構残存状況は良好 

 現在の水田畦畔に重なる区画遺構（道路、溝）→中世を踏襲した土地利用

であることが判明し、敷地や建物の推定の手掛かりとなる 

 遺跡内における中心域の変遷を確認（西→北東） 

 集落周辺では、水田耕作のほか、裏作あるいは畑作でソバやアブラナ、ダイ

コン、クワイなども栽培されていた 

 

 

４．発掘調査から明らかとなった沖手遺跡 

沖手遺跡は、縄文時代～江戸時代にかけての非常に長い期間にわたり人間が生活した

痕跡の残る集落跡です。発掘調査によって、もっとも栄えたのは平安時代末から鎌倉時代に

かけてと考えられ、道路によって区画された建物跡や井戸、お墓など当時の集落の様子が

詳細に判明しています。 

さらに、土の中からは国内外の国や地域から輸入された食器類が多数掘り出されています。

集落の周辺では、お米や農作物（ソバ、ダイコンなど）を育てていたと推測される田畑も確認

され、拠点となる集落が存在していたことを窺わせます。 

遺跡南側は、江戸時代の浜田藩専福寺浦番所推定地と考えられてきました。残念ながら

発掘調査では、それを裏付ける建物が建っていた痕跡は発見できませんでしたが、掘り出さ

れた江戸時代の焼き物や公的な施設に使用されたと考えられる瓦などが多く見つかっており、

これらは浦番所で使用された後に廃棄されたと考えられます。 



 

 

 


